
学校番号 T3005

教科 工業 科目 機械設計 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和２年度　工業科

観
点
の
趣
旨

機械設計の基礎的
な知識を身につけ機
械工業の意義や役
割を学ぶ

機械の構造を学び、
それに付随する、ボ
ルト・ナット、軸、歯
車等について学ぶ

設計に必要な材料
の強さの基礎的計
算ができるようにな
る

機械の成り立ちを学
び企画・設計・製図･
生産と機械製品が
完成までの流れを把
握し学習する

評
価
方
法

出席状況
定期考査

積極的な授業参加
出席状況
規格部品の把握

積極的な授業参加
出席状況
計算力

積極的な授業参加
出席状況

機械設計に関する基礎的な知識を習得させ、機械・器具などを創造的、合理的に理解する能力、設
計する能力を育てる

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

計算式の表している意味をよく理解すること
計算式に出てくる量記号をを覚えること
計算では関数電卓を使用すること
機械のネジなどの規格部品の把握

新機械設計　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

ａ：機械の定義や仕組みみ関
心を持つ
ｂ；機械要素の標準化と規格の
関係・意義を考えることができ
る
ｄ：機械の仕組みがどうなって
いるのかを身につけている

機
械
と
設
計

機械のなりたち
機械設計

〇 〇 〇

ａ：材料に加わる様々な荷重に
ついて関心をもつ
ｄ：応力とひずみの関係と計算
方法を身につけている

機
械
に
働
く
力

力
運動
仕事と動力
機械の効率

〇 〇

ｃ：計算力を高める
ｄ：力と質量の違いは何かを理
解する
物体の運動・仕事とは何かを
理解する

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

機
械
部
品

ねじ（ボルト・ナット）
軸・軸継手・軸受
歯車

〇 〇

ａ：機械の構造を理解し機械部
品の働きに関心を持つ
ｄ：機械設計の基礎的な知識を
身につける

出席状況
積極的な授業参加
定期考査

材
料
の
強
さ

引張り・圧縮荷重
せん断荷重
曲げ・ねじり・座屈

〇 〇


